
商工観光労働企業委員会会議記録 

                      商工観光労働企業委員長  小川 克己  

１ 日 時 

   令和８年３月１８日（水） 午後１時００分から

                午後３時０４分まで

２ 場 所 

   第６委員会室

３ 出席した委員の氏名 

   小川克己、宮成公一郎、志村学、御手洗朋宏、堤栄三、三浦由紀

４ 欠席した委員の氏名 

   後藤慎太郎

５ 出席した委員外議員の氏名 

    澤田友広

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   商工観光労働部長 小田切未来、労働委員会事務局長 一丸淳司

企業局長 渡辺淳一 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果 

（１）第５号議案、第１２号議案及び第３１号議案については、可決すべきものと全会一致を

もって、第１号議案のうち本委員会関係部分、第１３号議案及び第３２号議案について

は、可決すべきものと賛成多数をもって決定した。 

（２）第１７号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することに全会一致

をもって、第１９号議案については可決すべきものと総務企画委員会に回答することに

賛成多数をもって決定した。 

（３）おおいた産業活力創造戦略２０２６の策定（案）について、大分県宿泊税について、観

光誘致の状況について、令和７年の不当労働行為事件の審査等の実施状況について及び

経営戦略アクションプランの見直し（成案）について、執行部から報告を受けた。 

９ その他必要な事項 

   な し

１０ 担当書記 

   議事課委員会班    主査  坂口泰弘

   政策調査課政策法務班 副主幹 油布陽一郎



商工観光労働企業委員会次第

日時：令和８年３月１８日（水）１３：００～

場所：第６委員会室            

１ 開  会

２ 企業局関係                         １３：００～１３：４０ 

（１）合い議案件の審査

第 １７号議案 職員の休日休暇及び勤務時間等に関する条例等の一部改正について

        （付託委員会：総務企画委員会）

（２）付託案件の審査

第 １２号議案 令和８年度大分県電気事業会計予算

第 １３号議案 令和８年度大分県工業用水道事業会計予算

（３）諸般の報告

   ①経営戦略アクションプランの見直し（成案）について

（４）その他

３ 労働委員会関係                       １３：４０～１４：１０ 

（１）付託案件の審査

第  １号議案 令和８年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

   ①令和７年の不当労働行為事件の審査等の実施状況について

（３）その他

４ 商工観光労働部関係                     １４：１０～１５：５５

（１）合い議案件の審査

第 １９号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

（付託委員会：総務企画委員会）

（２）付託案件の審査

第  １号議案 令和８年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分）

第  ５号議案 令和８年度大分県中小企業設備導入資金特別会計予算

第 ３１号議案 大分県新型コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調達支援基金

        条例の廃止について

第 ３２号議案 大分県立別府コンベンションセンターの設置及び管理に関する条例の

        一部改正について

（３）諸般の報告

①おおいた産業活力創造戦略２０２６の策定（案）について

②大分県宿泊税について

③観光誘致の状況について

（４）その他 



５ 協議事項                          １５：５５～１６：０５

（１）その他

６ 閉  会
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別 紙 

会議の結果

小川委員長 ただいまから、商工観光労働企業

委員会を開きます。 

審査の都合上、予算特別委員会の分科会も併

せて行うので、御了承願います。 

本日は都合により、後藤委員が欠席しており

ます。 

また、委員外議員として澤田議員に出席いた

だいています。 

ここで、委員外議員の皆様に申し上げます。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委員

の質疑終了後に挙手し、私から指名を受けた後、

長時間にわたらないよう、要点を簡潔に御発言

願います。 

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案６件、総務企画委員会から合い議のあった

議案２件です。 

この際、案件全部を一括議題とし、これより

企業局関係の審査に入ります。 

まず、合い議案件の審査に入ります。 

第１７号議案職員の休日休暇及び勤務時間等

に関する条例等の一部改正についてのうち、本

委員会関係部分について、執行部の説明を求め

ます。 

三好総務課長 第１７号議案職員の休日休暇及

び勤務時間等に関する条例等の一部改正につい

て御説明します。 

議案書では１９９ページから２０１ページに

なりますが、説明はお手元のタブレットの資料

で行います。 

資料の１ページをお開きください。タブレッ

ト画面右下に青い通知が出ましたらタッチをお

願いします。 

最初に１改正理由ですが、職員一人一人のワ

ーク・ライフ・バランスの推進及び職場の魅力

向上を図るため、職員が個々の事情に応じて柔

軟に働くことを可能とするフレックスタイム制

度の導入にあたり、勤務時間の単位等について

改正するものです。 

まず、フレックスタイム制度の概要ですが、

制度イメージに記載のとおり、これまでの一般

的な勤務時間は８時３０分から１７時１５分ま

でとされているところ、１０時から１５時まで

を必ず勤務するコアタイムとしながら、７時か

ら２２時までの間でフレキシブルに設定できる

こととしています。 

続いて、２主な改正内容ですが、下の表を御

覧ください。第１５条第１項にて、職員の勤務

時間はこれまで１週間当たり３８時間４５分と

されているところ、右に記載のとおり４週間を

超えない期間につきとの文言を追加することで、

１週間当たり平均で３８時間４５分、つまり４

週間当たり１５５時間でよいとするものです。 

また、第６項を新設し、土曜日、日曜日のほ

かに勤務時間を割り振らない日、いわゆる週休

３日を設けることができるようにしています。

その他、第９項を新設し、土日に勤務した場合

と同様、勤務時間を割り振らない日に勤務した

場合、他の勤務日と振り替えて休むことができ

るようにします。 

３施行期日ですが、本年４月１日としており

ます。 

最後に、２ページをお開きください。今回改

正される条例の一覧です。 

このうち、表の５番に記載している条例が企

業局の所管であり、勤務時間を割り振らない日

に勤務した場合に時間外勤務手当や管理職員特

別勤務手当を支給できるよう規定を整備するも

のです。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 どうもお疲れ様。 

 この条例改正そのものはいいんだけれども、

結局、労働時間の管理、つまり夜、早い話が１

０時までオーケーですよと、１週間当たりの時

間を設ければいいわけなんだけれども、その管

理はどういう形にする。１週間当たりの時間が

決まっておれば、上司がどういう形で、もう時
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間だから帰りよとか、管理の方法はどうされる。 

三好総務課長 この制度については、４週間当

たりの期間を、あらかじめ年度当初に示すよう

な形にしておりまして、その４週間当たり１５

５時間という形で職員が制度にのっとって勤務

時間を設定できるようになっておりますが、具

体的には職員の申告でございますけれども、１

週間前までに４週間分の１５５時間、どう勤務

するかというのを上司に提出をして、具体的に

はエクセル表でございますけれども、そういっ

たものを管理者が管理して、勤務時間の管理を

する形を取る予定でございます。 

堤委員 そうじゃなくて管理。１週間当たりの

時間で出すやろ。そうすると、仮に１０時まで

になっている場合、１０時過ぎないように、管

理をきちっとせないかんわけやな。上司がちゃ

んとそこら辺認識しとかないかんわけや、それ

ぞれの班の方々の。そういう管理は大丈夫なの。

じゃないと、結果、時間が延長されて働いてし

まう可能性もあるわけだな。こういうふうに決

めたとしてもよ。だから、そこら辺の管理をど

ういう形にするんですか。 

三好総務課長 管理については、今、職員一人

一人にパソコンが配備されておりますけれども、

そこで退庁時間とかは把握ができるような形に

なっております。 

堤委員 じゃあ、あれかね、個人責任になっち

ょんわけかえ。自分でこういうふうに決めまし

た、パソコン切りました、それを結局自分で申

告するわけやろ、パソコン上で。申告っていっ

たらおかしいんやけど、切る時間をな。 

 僕が言いたいのは、長時間にわたって勤務を

しないようにこういうのは入れているわけだか

ら、その１日当たりの働く時間の管理を上司が

どういう形で見守って、この時間になったから

もう残業駄目よ、とかいうふうに言うのか聞い

ているわけ。ごめん、意味分からんかな。 

渡辺企業局長 基本的に勤務時間管理システム

という形で、今までも時間外勤務については、

パソコンのオン・オフで時間が分かるという形

にはなるんですが、今の県職員の仕事、基本的

にパソコン使わないでするということはありま

せんので、概ねイコールで、残業時間もそれで

見れると。ただ、もうその運用の中で、今度は

フレックスで、正規の時間が長くなっている、

場合によっては、それからまた時間外勤務があ

ると。それをしっかりシステムで、ちゃんと所

属長に全部フィードバックするようにしていま

すので、それで管理をしていくという形になり

ます。 

 健康面とかについては、当然本人の顔も見な

がら、もうその時間にちゃんと帰ったのかとか

いうことはフォローしていきながらやっていく

と。そういうやり方をしていくようになるとい

うふうに思っております。 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これより

採決に入ります。 

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと総務企画委員会

に回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

小川委員長 御異議がないので、本案のうち、

本委員会関係部分は原案のとおり可決すべきも

のと総務企画委員会に回答することに決定しま

した。 

以上で合い議案件の審査を終わります。 

次に、付託案件の審査を行います。第１２号

議案令和８年度大分県電気事業会計予算につい

て、執行部の説明を求めます。 

三好総務課長 第１２号議案令和８年度大分県

電気事業会計予算について説明します。議案書

では１０７ページから１５１ページになります

が、説明はお手元のタブレットの資料で行いま

す。 

資料の３ページ、第１２号議案令和８年度大

分県電気事業会計予算の概要を御覧ください。 

資料左側の３収益的収支を御覧ください。予

算特別委員会でも御説明しましたが、表の一番

下の収支差額（Ｂ）－（Ａ）は１億１，０４３
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万５千円を見込んでいます。また、欄外に記載

のとおり、税抜の純利益はマイナス２億３，８

４３万８千円を見込んでいます。 

続いて、右側の４資本的収支を御覧ください。 

表の下から３行目の収支差額（Ｂ）－（Ａ）

はマイナス１６億５９１万７千円となりますが、

その下の補てん財源に記載のとおり、過年度分

損益勘定留保資金等によって補填することとし

ております。 

続いて、５ページを御覧ください。 

令和８年度大分県電気事業会計予算の重点事

業について御説明します。表の左側、電気事業

会計を御覧ください。 

１発電所リニューアルの推進では、予算特別

委員会にて説明した芹川第一・第二発電所のほ

かにも、佐伯市宇目の桑原発電所についても早

期の運転再開を目指し、リニューアル工事を進

めていきます。 

次に、３その他、施設の適切な修繕・改良工

事等の実施については、令和７年度から実施し

ている芹川送電線鉄塔改良（第一工区）工事等

を進め、必要な修繕・改良工事等を進めていき

ます。 

一番下の４地域貢献、県政貢献では、一般会

計への繰出しとして、令和７年度と同額の７千

万円を予定しております。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別に質疑もないので、これより採

決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

小川委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第１３号議案令和８年度大分県工業用

水道事業会計予算について、執行部の説明を求

めます。 

三好総務課長 第１３号議案令和８年度大分県

工業用水道事業会計予算について説明します。

議案書では、１５２ページから１９５ページに

かけて記載しています。 

資料の４ページ、第１３号議案令和８年度大

分県工業用水道事業会計予算の概要を御覧くだ

さい。 

左側の３収益的収支を御覧ください。表の一

番下、収支差額（Ｂ）－（Ａ）はマイナス５億

１，８７８万９千円を見込んでいます。また、

欄外に記載のとおり、税抜の純利益はマイナス

６億５，５２８万３千円を見込んでいます。 

続いて、右側の表４資本的収支を御覧くださ

い。表の下から２行目の収支差額（Ｂ）－（Ａ）

はマイナス１億５，３３１万３千円となります

が、その下の補てん財源に記載のとおり、過年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額に

よって補填することとしております。 

次に、５ページを御覧ください。 

令和８年度の工業用水道事業会計予算の重点

事業について説明します。 

表の右側、工業用水道事業会計を御覧くださ

い。１給水ネットワークを用いた隧道点検及び

補修では、給水ネットワークを活用し、ユーザ

ー企業への安定給水を確保しつつ、判田・小池

原線の点検を実施し、工業用水の安定供給を図

ります。 

次に、３浄水場の老朽化対策、老朽化管路の

更新についてです。大津留浄水場は給水開始か

ら６６年経過しており、老朽化に加え、近年の

激甚化する自然災害に対して被災時の供給継続

能力が不足していることが見込まれています。

そのため、令和８年度から大津留浄水場老朽化

対策事業を行い、構造・機能的な課題解決に向

けた準備を進めます。 

一番下の５地域貢献、県政貢献では、環境保

全活動等への助成を引き続き行っていきます。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 環境保全活動等への助成２００万円、
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これ、毎回あったんかな。 

三好総務課長 例年実施しているものでござい

ます。 

堤委員 具体的にその保全活動等の助成で、ど

ういう事業に助成してきたの。 

三好総務課長 河川の環境整備やごみの収集な

ど、地域の活動に対して助成をしているもので

ございます。 

堤委員 それは企業局から直接、環境保全活動

団体に助成しているっちゅうことなんだよね。

県も河川リバーサイド事業か、県の河川課のや

つもあるんだけれども、それはボランティアで

基本的に草刈りとかをしてもらって、ガソリン

とかそういうのだけの助成をしているんやけれ

ども、これはそれとは違って直接現金でしてい

るの。 

三好総務課長 この事業については、直接企業

局から団体に助成しているものでございます。 

堤委員 これは大野川の下流がメインというこ

とやな。それ以外の川じゃなくて、工業用水の

取水しているところの整備っちゅうことやな。 

（「そうです」と言う者あり）はい、分かりま

した。 

御手洗委員 第１３号議案の４ページの３番の

収益的収支の支出の中に動力費という項目があ

るんですけれども、私詳しく分かりませんが、

水道なんで、動力となるとポンプを動かすのか

なと思うんですけれども、そうなると燃料が多

分必要じゃないかなと思いますけれども、今ち

ょっとイラン情勢で状況が不透明なんですけれ

ども、今後、もし、そこが高騰とかしたときの

対応はどういうふうに考えているんでしょうか。 

三好総務課長 委員が言われますように、動力

費についてはポンプの電気代になります。この

予算に計上している中でございますが、過去の

実績を具体的には令和４年から４、５、６の３

か年で一番高騰したといいますか、高かった時

期の動力費に１２月を掛けるような形にしてお

ります。令和４年がかなり電気代が高騰してい

る時期でございまして、今の予想ですと、恐ら

く予算額で収まるのかなと見込んでいるところ

でございます。 

御手洗委員 そうなると一番いいんですけれど

も、もし万が一のことが起きた場合には、料金

自体に跳ね返るとかいう組立てはあるんでしょ

うか。 

三好総務課長 燃料費が高騰いたしましても、

料金の方にそれが反映するというところまでは

見込んでいないといいますか、考えていないと

ころでございます。（「ありがとうございまし

た」と言う者あり） 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これより

採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

堤委員 異議いたします。 

 前から言っているんやけど、工水事業、１期、

２期、３期の料金体系にしているわね。最高で

も１０万円やったかな、そういうふうな形でし

ているんだけれども、もう少し上げるという方

向とか、例えばよ、船舶に工業用水から給水し

て転売しているっていうふうな状況、いろんな

問題がやっぱりあるわけやな。そういう点から

すると、工業用水道事業会計というのは、やは

り根本からもう一遍見直しすべきじゃないかと。

水利権の問題もありますから、そういう立場か

ら反対いたします。 

小川委員長 御異議があるので、挙手により採

決します。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手多数〕 

小川委員長 挙手多数であります。 

よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

以上で付託案件の審査を終わります。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。①について報告を
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お願いします。 

三好総務課長 今年度で計画期間を満了する大

分県企業局経営戦略アクションプランの見直し

について御説明します。 

６ページをお開きください。 

上段の１概要を御覧ください。計画の策定趣

旨としては、大分県企業局経営戦略に掲げる経

営理念、大分の豊かな水を活かし、地域を支え

るを実現するため、三つの戦略の柱を定め、そ

れぞれの施策の具体的な取組を明示するもので

す。 

今回の見直しでは、大分県企業局経営戦略の

残りの計画期間に合わせて、現行のアクション

プランを２年間延長するため、計画期間を令和

８年度から令和９年度にかけての２年間、構成

・項目については、現行どおりとしています。 

下の表には、経営戦略に基づいた推進施策ご

とに目標指標を設定しています。基本的には前

回御説明した素案の内容と相違ありませんが、

主な見直し内容について改めて御説明します。 

７ページを御覧ください。 

まず、戦略の柱Ⅰの共通事項（１）環境変化

に対応できる組織運営・人材育成においては、

人材育成施策として、限られた人的資源で効率

的・効果的な経営を実現するため、企業局人材

育成基本方針、企業局技術専門研修実施要領、

企業局技術専門研修ロードマップを見直し、技

術職員の育成に力を入れます。また、昨今の人

材不足といった状況を踏まえ、採用方法の検討

に加え、大学等へのリクルート活動やＳＮＳ等

を活用した広報活動、インターンシップなど、

人材確保に向けた取組を強化していきます。 

次に、戦略の柱Ⅱの電気事業（１）発電所リ

ニューアルの推進では、芹川第一発電所及び芹

川第二発電所は令和１０年度、桑原発電所は令

和１１年度の営業運転開始を目指し、着実にリ

ニューアル工事を進めていきます。 

工業用水道事業（３）浄水場の老朽化対策、

老朽化管路の更新では、大津留浄水場の老朽化

対策とともに、埋設管路についても計画的に補

修・更新を行っていきます。 

最後に、戦略の柱Ⅲの共通事項（２）県政貢

献では、電気事業から一般会計への繰出しにつ

いて新たな目標を設定し、計画的に繰り出して

いきます。 

 続いて、投資・財政計画について御説明しま

す。まず、推計の考え方ですが、令和６年度は

決算額、令和７年度は当初予算額を計上し、令

和８年度、令和９年度については、当初予算見

込額を計上しています。また、近年の賃上げや

物価高騰に伴う経費の増嵩を考慮し、対象経費

に６％の物価上昇を見込んで計上しています。

なお、総費用のうち、修繕費など毎年度の実施

計画に基づいて生じる経費については、各年度

の予定額を計上しています。 

左側の電気事業のグラフを御覧ください。現

在進めている発電所のリニューアルに伴い、既

存設備の撤去工事費等を特別損失として計上す

るため、赤色の折れ線グラフのとおり、令和８

年度は２億３，９００万円の赤字、また令和９

年度は３，８００万円の黒字となる見込みです。

令和１０年度以降は、芹川第一発電所及び第二

発電所のリニューアル完了により営業運転が再

開され、収支は回復に向かう見込みです。 

次に、右側の工業用水道事業については、給

水ネットワークを用いた隧道点検や水管橋塗装

工事等に伴い、委託費、動力費、修繕費等の支

出や特別損失が増加するため、赤色の折れ線グ

ラフのとおり、令和８年度は６億５，５００万

円、令和９年度は６億９，９００万円の赤字を

見込んでいます。 

令和１０年度以降も、老朽化した施設の補修

や更新等により、厳しい収支状況が続くと見込

まれますが、コスト管理の徹底などを通じて、

収支の改善に努めていきます。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

宮成副委員長 すみません、１点教えてくださ

い。経営の見通しが、前期の方もこの数年間厳

しいと思うんですけれども、一般会計の繰出し

を７千万円継続するという、その基本的な考え

方というのを、これまでの経緯があるのかもし

れませんけれども教えてください。 
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三好総務課長 一般会計繰出金については、以

前の決算、過去の決算で地域振興積立金ってい

う形で、毎年一定額、一般会計の方に繰り出し

ているところでございまして、ただ、８年度赤

字ということで、経営状況は厳しいというとこ

ろもありますが、そういった地域振興積立金で

毎年繰り出すという基本的な考えで積み立てた

ものがございますので、当初の目的どおり繰り

出しているという状況でございます。 

宮成副委員長 繰出しが経営に影響しないとい

うことだと思うんです。積立金ってちなみにど

れくらいあるのかを教えていただくというのは。 

三好総務課長 すみません、手元にちょっと資

料がないんですが、およそ３億円程度は残って

いたかと思います。 

小川委員長 いいですか。 

宮成副委員長 はい、概数で結構でした。あり

がとうございました。 

小川委員長 それでは、また後で正確な数字は

副委員長にお知らせください。 

ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、以上で諸

般の報告を終わります。 

予定している案件は以上ですが、この際、何

かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別にないので、これをもって企業

局関係の審査を終わりますが、ここで一言、私

から御礼を申し上げます。 

〔小川委員長挨拶〕 

〔渡辺企業局長挨拶〕 

小川委員長 ありがとうございました。 

これをもって企業局関係の審査を終わります。

執行部の皆さんはお疲れ様でした。 

執行部が入れ替わるので、少々お待ちくださ

い。 

〔企業局退室、労働委員会事務局入室〕 

小川委員長 これより、労働委員会関係の審査

に入ります。 

本日は都合により、後藤委員が欠席しており

ます。 

また、委員外議員として澤田議員に出席いた

だいています。 

初めに、付託案件の審査を行います。 

第１号議案令和８年度大分県一般会計予算の

うち、本委員会関係部分について、執行部の説

明を求めます。 

一丸労働委員会事務局長 労働委員会の令和８

年度当初予算案について御説明申し上げます。

ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サイドブックス）のペー

ジ通知機能を使用しますので、タブレット画面

右下に青い通知が出たらタッチしてください。 

２ページをご覧ください。 

こちらは、令和８年度商工観光労働部・労働

委員会予算概要の労働委員会関係を抜粋したも

のです。労働委員会の令和８年度当初予算は、

表の左から２列目、８年度予算額（Ａ）覧の一

番下の合計欄にあるように、委員会費と事務局

費を合わせて１億１２７万７千円となっていま

す。 

次に、４ページをお開きください。 

まず、委員会費については、表の左から２列

目、令和８年度当初予算額欄の一番下の目計欄

にあるように１，６５９万５千円となっていま

す。 

その内訳ですが、表の一番左の事業名欄  

一番上の委員報酬１，１７７万５千円は、労働

委員１５名分の総会への出席などに係る報酬で

す。 

その下の委員会運営費４８２万円は、全国会

議や中央研修会等への出席に要する委員旅費な

ど、委員会の運営に要する経費です。 

次の５ページをお開きください。 

事務局費については、表の左から２列目の一

番下の目計欄にあるように８，４６８万２千円

となっています。 

その内訳ですが、事業名欄一番上の給与費７，

３０９万円は、事務局職員８人分の給料や共済
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費等です。その下の運営費１，１５９万２千円

は、会計年度任用職員の報酬や印刷消耗費など、

事務局の運営に要する経費です。 

私からの説明は以上です。御審査のほど、よ

ろしくお願いします。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 委員報酬が若干上がっていますよね。

これは単価が上がったのか、それとも回数が増

えたのか、ちょっとそこら辺を教えてください。 

平山調整審査課長 委員報酬についてのお尋ね

ですけれども、二つ要因がございます。本定例

会で条例案を出しておりますけれども、委員の

報酬の改定があります。それを試算しますと約

４１万円ほど。もう一つが日数の見直しという

か、委員が出席をする回数が増えるという要因

がございます。来年度は九州ブロックの総会が

大分県で開催されます。開催県の委員は全員御

参加いただくことになっておりますので、その

回数と、あと、後ほど説明いたしますけれども、

令和７年度はあっせんの回数が増えております

ので、その実績を踏まえて日数を少し昨年度よ

り増やして予算を計上しているところでござい

ます。（「はい、分かりました」と言う者あり） 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これで質

疑を終わります。なお、本案の採決は、商工観

光労働部関係の審査の際に一括して行います。 

 以上で付託案件の審査を終わります。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。①について報告を

お願いします。 

一丸労働委員会事務局長 資料の６ページをお

開きください。 

令和７年中に当労働委員会において取り扱っ

た不当労働行為事件の審査等の実施状況につい

て御報告します。 

初めに、１不当労働行為事件の審査について

は、取扱いがありませんでした。 

次に、２労働争議の調整等についてですが、

（１）労働争議（集団的労使紛争）の調整（あ

っせん）が３件でした。その内訳として、終結

区分が解決となったものが１件、打切りとなっ

たものが１件、令和８年に繰越しとなったもの

が１件ありましたが、つい先日、打切りで終結

しました。 

いずれも、労働組合と使用者間のトラブル等

について、当事者間の話合いで解決を図るあっ

せんでした。このうち、特徴的な事件について

１件、その概要を御報告します。 

７ページをお開きください。 

左端の番号欄２の事件です。表の中ほどの欄、

調整事項、申請概要及びあっせん結果を御覧く

ださい。 

申請者は、令和５年設立の企業内労働組合で

あり、設立以降、職場環境改善のため団体交渉

を重ねてきましたが、労使間合意が成立しなか

ったことから、あっせん申請がありました。 

あっせんの調整事項は、①時間外勤務の未払

賃金の支払、②皆勤手当の職種間格差の是正、

③決算書の開示でした。 

調整結果については、３あっせん結果にある

ように、第１回あっせんでは、申請者の希望に

より時間外勤務の未払賃金の支払について重点

的に話し合ったところ、被申請者が解決に向け

た意思を示したことから、第２回あっせんの実

施を決定しました。 

第２回あっせん実施までの間に、労使間で自

主交渉が行われ、これまでの時間外勤務の未払

賃金の精算として、申請者組合員の毎月給料月

額に労使間で合意した金額を加算すること及び

３６協定を締結することについて労使間合意が

なされたところです。 

第２回あっせんでは、自主交渉での合意内容

を双方が確認した後、申請者から就業規則を改

正する際には労働組合と協議すること及び決算

書の開示について要求がされました。 

第２回あっせんの結果、決算書の開示につい

ては労使間での合意が成立しませんでしたが、



- 8 - 

それ以外の部分で、これまでの話合いで労使双

方で合意した内容について協定書を締結し、事

件は解決で終結しました。 

次に、９ページをお開きください。 

（２）個別労働関係紛争のあっせんについて

です。 

これは、労働者個人と使用者間のトラブルに

ついて、同じくあっせんにより解決を図るもの

で、令和７年の取扱い件数は５件でした。 

その内訳として、終結区分が解決となったも

のが２件、打切りとなったものが２件、取下げ

となったものが１件です。 

こちらについても、特徴的な事件について１

件、その概要を御報告します。 

左端の番号欄１の事件です。表の中ほどの欄

あっせん事項、申請概要及びあっせん結果を御

覧ください。 

申請者は、直属の上司から解雇する旨を告げ

られたため、当該上司に対して解雇理由通知書

を交付するよう求めましたが、交付されないま

ま１か月後に解雇理由通知書は出せない旨の回

答を受けました。そこで、申請者が本社に問い

合わせたところ、当該上司には人事権限がない

ため解雇にはなっていないものの、申請者はシ

フトが組まれていないことから、出勤していな

いので給与は支払わないと説明を受けたと主張

して、解決金の支払をあっせん事項とする申請

がありました。 

あっせん結果は、被申請者側も和解に向けて

一定の解決金を支払う意思を示したものの、当

初は双方の主張する解決金の金額の隔たりが大

きく、歩み寄りの姿勢が見られなかったため、

調整が難航したところです。 

そこで、あっせん員が双方に対して粘り強く

説得を続けたことで、双方の歩み寄りを引き出

し、解決金に折り合いがついたことから、最終

的に協定書を締結し、事件は解決で終結しまし

た。 

概要については以上です。なお、今般、令和

７年版の大分県労働委員会会報を作成しました。 

今ほど御説明した事件も含め、令和７年中の当

労働委員会の取扱事件や相談等の状況をまとめ

たものです。お手元のタブレットに資料として

格納していますので、後ほど、御覧いただけれ

ばと思います。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

三浦委員 すみません、純粋な疑問。三六協定

っちゃ何ですか。 

一丸労働委員会事務局長 非常に簡単に申し上

げますと、通常ですと週４０時間、労働時間が

ありまして、それを超えて労働をさせようとす

ると、この協定がないと基本的にできないとい

うことで、労使合意の下で労働基準監督署に届

出が必要です。ここはそれがないまま超勤があ

っていたところで、実際ほかの会社でもそうい

うことがあるのかと思いますけれども、ここは

ちゃんと是正されたということでございます。 

三浦委員 それが三六協定っちゅうんですか。

（「はい」と言う者あり）分かりました。あり

がとうございます。 

志村委員 外国人の雇用された方々のこういう

争議っていうのは現実的には起こっているんで

すか。その対応はどういうふうにしているんで

すかね。 

一丸労働委員会事務局長 今のところ本県では

ないんですけれども、他県の状況を聞きますと、

研修で来られた方と使用者の間でのトラブルが

起きて、不当労働行為事件に発展したというケ

ースは聞き及んでおります。 

志村委員 そのときは、この労働委員会が出て

いくわけですか。 

一丸労働委員会事務局長 解決を求めて申請を

いただければ。今申し上げたのは不当労働行為

事件ということで、あっせんとはちょっと違う

んですけれども、もっと証拠調べをきちんとし

て、裁判の判決に似たようなことまでやります。

命令書を出すということになるんですけれども、

さきほどの案件は途中で双方和解、解決したと

聞いております。 

志村委員 めったにないことだと思いますけれ

ども、外国人の方々も日本で働く場合にこうい

う制度があるよということは、やはり通知する
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ということも大事なことかもしれませんね。そ

ういう時代に入ってくると思いますので、よく

御協議をいただきたいと思います。 

堤委員 どうもお疲れ様です。 

 今のあっせんの状況というのは、ちょっと話

を聞いていたら、結局、企業側として労働法規

を知らない。だって三六協定なくそのまま残業

させるなんて、普通であればもう法律違反なわ

けなんだけれども。３万２千社あるじゃないで

すか、大分県内でね。商工観光労働部として５

００社訪問とかをするでしょう。本来だとそう

いう中で労働法規のこともきちっと話をして、

あっせんが問題になったときに労働委員会が出

張ってくるわけだから、それがないような方向

でいくのが一番ベストですからね。労働委員会、

商工観光労働部と協議しているんでしょうけれ

ども、そういう点で、話をしていただきたいな

というのもありますので、よろしくお願いいた

します。 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、以上で諸

般の報告を終わります。 

予定している案件は以上ですが、この際、何

かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別にないので、これをもって労働

委員会関係の審査を終わりますが、ここで一言、

私から御礼を申し上げます。 

〔小川委員長挨拶〕 

〔一丸労働委員会事務局長挨拶〕 

小川委員長 ありがとうございました。 

これをもって労働委員会関係の審査を終わり

ます。執行部の皆さんはお疲れ様でした。 

執行部が入れ替わるので、少々お待ちくださ

い。 

〔労働委員会事務局退室、商工観光労働部

入室〕 

小川委員長 これより商工観光労働部関係の審

査に入ります。本日は、都合により後藤委員が

欠席しております。 

また、委員外議員として澤田議員に出席いた

だいています。 

初めに、合い議案件の審査に入ります。 

第１９号議案大分県使用料及び手数料条例の

一部改正についてのうち、本委員会関係部分に

ついて執行部の説明を求めます。 

小田切商工観光労働部長 商工観光労働部長の

小田切です。皆様におかれましては、商工観光

労働行政をはじめ県政の諸課題に対し、日頃よ

り御尽力をいただきましてありがとうございま

す。 

本日は合い議案件１件、付託案件４件、諸般

の報告を３件しますので、よろしくお願いしま

す。 

早速ですが、担当所属長から順次御説明しま

す。 

工藤工業振興課長 それでは、合い議案件第１

９号議案大分県使用料及び手数料条例の一部改

正について御説明します。 

資料２ページを御覧ください。 

今回の条例の一部改正のうち、商工観光労働

部所管の使用料及び手数料の内容について御説

明します。 

まず、１改正の背景を御覧ください。昨今の

人件費及び物価の上昇に伴い、行政サービスの

提供に必要な経費が増加していることから、全

ての使用料・手数料の一斉検証を行いました。 

次に、２の内容と結果を御覧ください。その

結果、障がい者や母子・父子家庭の者などの福

祉施設の利用料を無料にするなど一定の配慮を

した上で、４１１件の使用料及び手数料を改定

したいと考えています。以下、商工観光労働部

関係の主な改定内容を御説明します。 

 ３主な改正内容を御覧ください。使用料につ

いては、大分職業訓練センターにおける研修室

等の１時間当たりの使用料を、例えば、２０１

研修室は３１０円を３３０円に、視聴覚室は４

２０円を４３０円に、実習室は６３０円を６６
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０円に改正します。 

次に、手数料については、産業科学関係事務

の７５項目のうち６４項目を改正します。 

主なものとして、分析試験加工手数料のしょ

うゆＪＡＳ格付用検査を１成分当たり１，２０

０円から１，３００円に、ノギスなどのスモー

ルツールの精度測定を１件当たり１，４５０円

から１，５５０円に、三次元測定機による測定

を１件当たり３，６００円から３，８００円に

改正します。 

また、計量関係事務は８８項目のうち６項目

を改正します。例えば、装置検査手数料は１個

当たり７００円から７４０円に、検定手数料の

タクシーメーターは、１個当たり５５０円から

５９０円に改正します。 

なお、改定後の単価で令和６年度実績件数を

積算した結果、影響額は約４３万４千円となっ

ています。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別に質疑もないので、これより採

決に入ります。 

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと総務企画委員会

に回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕  

堤委員 やっぱり物価高騰の中で値上げをする

ということは、一理分からんでもないんやけれ

ども、ただ、庶民の暮らしはやっぱり苦しいか

らね、その分は休止をすると。サービス業の県

政としてもね。そういう点で反対いたします。 

小川委員長 御異議あるので、挙手により採決

します。 

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと総務企画委員会

に回答することに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手多数〕 

小川委員長 挙手多数であります。 

よって本案のうち本委員会関係部分について

は、原案のとおり可決すべきものと総務企画委

員会に回答することに決定しました。 

以上で合い議案件の審査を終わります。 

次に、付託案件の審査を行います。 

第１号議案令和８年度大分県一般会計予算の

うち、本委員会関係部分について、執行部の説

明を求めます。 

市原商工観光労働企画課長 商工観光労働企画

課関係の主なものについて御説明します。 

資料３ページをお願いします。 

事業名、小規模事業支援事業費１４億９，２

１７万１千円です。 

この事業は、小規模事業者の振興と経営の安

定を図るため、商工会や商工会議所が取り組む

経営改善普及事業等を支援するものです。具体

的には、経営指導員等が行う巡回指導や講習会

の開催の実施等に要する経費に助成するととも

に、商工会等の青年部・女性部の特色ある取組

を継続的に支援するなど、地域の小規模事業者

のさらなる活性化を図っていきます。 

井上経営創造・金融課長 経営創造・金融課関

係の主なものについて御説明します。 

資料４ページを御覧ください。 

事業名、中小企業金融対策費５５２億２，９

８２万４千円です。 

この事業は、県内中小企業の資金繰りを支援

するため、来年度の県制度資金の新規融資枠を

７００億円とし、必要となる貸付原資の預託な

どを行うものです。 

来年度は、物価高騰や賃上げに対応した保証

料率ゼロの経営環境変動対応融資及び経営力強

化資金について、今年度大幅に利用が増加した

ことから、さらなる資金需要に対応するため新

規融資枠を拡充します。 

また、創業・スタートアップ支援を加速する

ため、創業支援資金の保証料率引き下げを行い、

資金繰りの厳しい創業初期の事業者の負担を軽

減します。 

工藤工業振興課長 工業振興課関係の主なもの

について御説明します。 
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資料６ページをお願いします。 

事業名欄の上から３番目、おおいたＬＳＩク

ラスター構想推進事業費４，２６７万６千円で

す。 

この事業は、県内半導体関連産業の競争力強

化のため、人材育成や受注機会の拡大等の取組

を支援するものです。具体的には、半導体関連

企業が提供できる教育プログラムをリスト化し、

教育機関とのマッチングを行い、出前授業等を

実施することで、半導体人材の育成を支援しま

す。 

また、展示商談会への出展費用の支援等を拡

充することで、県内半導体関連企業の販路開拓

を後押しします。 

阿部産業ＧＸ推進室長 産業ＧＸ推進室関係の

主なものについて御説明します。 

資料７ページをお願いします。 

事業名欄の一番上、エネルギー関連産業成長

促進事業２億２，８２０万５千円です。 

この事業は、県内のエネルギー関連企業や大

学、行政機関等で構成する大分県エネルギー産

業企業会を中心に、研究開発から人材育成、販

路開拓まで切れ目なく支援し、県内エネルギー

関連産業の成長を後押しするものです。具体的

には、エコエネルギーの普及に必要な地域との

共生や、地域の持続的な発展のため、エコエネ

ルギー普及啓発イベントの開催やエコエネルギ

ーを活用したまちづくり事業等への助成を行い

ます。 

また、次世代エネルギーの候補の一つである

水素については、燃料電池車両の導入や水素充

填インフラの整備に対する支援等により、利活

用を促進します。 

加来先端技術挑戦課長 先端技術挑戦課関係の

主なものについて御説明します。 

資料８ページをお願いします。 

事業名欄の一番上、次世代空モビリティ産業

促進事業費５，９３９万２千円です。 

この事業は、今後のさらなる成長が期待され

る次世代空モビリティ産業の振興を図るため、

社会実装に向けて挑戦する企業を支援するとと

もに、機運醸成に取り組みます。具体的には、

次世代空モビリティ産業に関連する技術・製品

の開発や空飛ぶクルマを活用した商用サービス

の開発に挑戦する県内企業などを支援するとと

もに、令和８年度からは、空飛ぶクルマの県内

実装を見据え、新たに離着陸場整備候補地にお

ける地盤等の調査を行う企業に対して支援しま

す。 

あわせて、県内における社会受容性の向上を

図るため、空飛ぶクルマの実機によるデモ飛行

を含む機運醸成イベントを実施します。 

村上商業・サービス業振興課長 商業・サービ

ス業振興課関係の主なものについて御説明しま

す。 

資料９ページをお願いします。 

事業名、物価高騰対応プレミアム商品券支援

事業費２７億２，１００万円です。 

本事業は、物価高騰の影響を受ける生活者の

家計負担を軽減し、県内消費の下支えによる地

域経済の活性化を図るため、市町村によるプレ

ミアム商品券の追加発行の動きに機動的に対応

できる環境を整えるものです。昨年１２月に議

決いただいた補正予算と同じく、販売する商品

券のプレミアム率は市町村が設定することとし、

県は２０％のプレミアム相当分と発行等に係る

事務費の２分の１を市町村に対し補助します。 

なお、プレミアム部分については、市町村が

１０％を上乗せ負担し、計３０％のプレミアム

付きで販売する形を目安として考えています。 

資料１０ページに令和７年１２月補正予算分

に係る執行状況等を添付していますので、併せ

て御覧ください。 

小野企業立地推進課長 企業立地推進課関係の

主なものについて御説明します。 

資料１１ページをお願いします。 

事業名、工業団地開発推進事業費５億３，１

２５万１千円です。この事業は、企業立地を促

進するため、市町村等と連携して工業団地の整

備を促進するものです。 

不足する産業用地を確保するため、令和６年

度からの３年間を用地整備の加速化期間と定め、

市町村等が行う地質調査や進入路などの整備に

係る費用について、これまで２分の１であった
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補助率を３分の２に引き上げて支援を実施して

おり、すでに日田市、中津市などで基本設計や

基本計画、日出町では川崎工業団地造成に係る

様々な補助を行っています。加速化期間最終年

度となる令和８年度も、引き続き集中的かつ迅

速に産業用地の確保を促していきます。 

佐藤産業人材政策課長 産業人材政策課関係の

主なものについて御説明します。 

資料１２ページをお願いします。 

事業名欄の一番下、外国人労働者受入対策強

化事業費６，３１５万２千円です。 

本事業は、深刻な人手不足の中、外国人材の

受入れと定着を促進し、県内企業の人材確保を

支援するものです。具体的には、大分駅ビル、

アミュプラザおおいた内に設置しているおおい

たジョブステーションの企業向け相談窓口にお

いて、在留資格や雇用手続など外国人雇用特有

の制度への理解を深めることで、企業の外国人

材確保をサポートしていきます。 

また、外国人材の就労環境等の整備に取り組

む企業や団体に対する補助も実施します。 

このほか、外国人材から選ばれる県となるよ

う、ベトナム、インドネシアなど現地在住の方

々に対し、大分県で働く魅力を伝えるため、Ｓ

ＮＳを通じた情報発信も行っていきたいと考え

ています。 

黒川雇用労働室長 雇用労働室関係の主なもの

について御説明します。 

資料１３ページをお願いします。 

事業名欄の一番上、働き方改革推進・支援事

業費６，０６５万６千円です。 

この事業は、多様な人材の確保に向け、働き

方改革による魅力ある職場環境づくりを後押し

するものです。令和８年度は、男性の育児休業

取得の促進に取り組む中小企業等への助成を拡

充します。具体的には、取得者１人目への支給

額を５万円から１０万円に、３０日以上取得し

た場合の加算額を３万円から１０万円にそれぞ

れ増額します。また、取得が進まない要因とし

て、周囲の負担増が多く挙げられていることを

踏まえ、同僚応援手当等加算最大２０万円と２

０人以下の事業所を対象とした小規模事業所加

算１０万円を新設します。 

これらの支援策を通じて、１人当たりの最大

支給額をこれまでの８万円から５０万円に引き

上げ、男性の育児休業取得を力強く後押しして

いきます。 

相本観光政策課長 観光政策課関係の主なもの

について御説明します。 

資料１４ページを御覧ください。 

事業名欄上から３番目、地域の魅力を生かし

た多様なツーリズム推進事業費５，５００万５

千円です。 

この事業は、自然、文化、食などをいかし、

本県ならではの多様なツーリズムに関する効果

的な情報発信や受入体制整備を行うものです。 

情報発信では、本県の豊かな観光資源を堪能

することができるアドベンチャーツーリズムや

サイクルツーリズムなどの魅力をホームページ、

ＳＮＳ等を活用して効果的に発信します。特に

サイクルツーリズムでは、愛媛県と連携して旅

行会社等を招聘し、サイクリストの聖地と呼ば

れるしまなみ海道サイクリングロードと本県の

やまなみハイウェイを周遊するコースの視察ツ

アーを実施し、消費意欲の高い豪州からのサイ

クリストの誘致を推進します。 

また、受入体制整備では、インバウンドにも

対応可能なアドベンチャーツーリズムガイドの

育成や国内外のサイクリストを受け入れるため

の環境づくり等に取り組むことで、繰り返し訪

れたくなる持続可能な観光地域づくりを促進し

ます。

吉野観光誘致促進室長 観光誘致促進室関係の

主なものについて御説明します。 

資料１５ページをお願いします。 

事業名欄上から２番目、国内誘客総合推進事

業費１億４，５０８万３千円です。 

この事業は、国内誘客及び県内周遊を促進す

るため、デジタルを中心とした情報発信の充実

を図るとともに、教育旅行等の団体誘客、主要

圏域別の誘客イベントや商談会によるツアー造

成を促進するものです。 

デジタルを中心とした情報発信では、本県の

各観光関連サイトを統合して観光情報の集約を
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図ることで、ＡＩ検索にも強いサイトを構築す

るとともに、スマホ利用の想定や生成ＡＩを活

用した観光モデルコース作成機能の搭載など、

使い勝手の良さも配慮した改修を行います。さ

らに、デジタルマーケティングの手法を活用し、

ターゲットを絞り込んだ効果的な情報発信にも

取り組みます。 

また、本県の強みである温泉を中心としたプ

ロモーションを実施し、県内市町村と連携した

熱海市での温泉ＰＲイベントの実施や関東ロー

カルのテレビ局とタイアップしたプロモーショ

ン、フェリーさんふらわあと連携した温泉周遊

ＰＲなどを通じて、広域からの誘客促進も図り

ます。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 どうもお疲れ様です。 

 二つ、工業団地と造成。さきほど不足する用

地のためにということで説明がありましたけれ

ども、今現在、工業団地を造成することによっ

て引き合いがきているのかどうかというところ

がまず一つ。 

 それともう一つはプレミアム商品券の関係で、

この１０ページを見ると、電子のみが２件、２

自治体という意味なんでしょうね。これ、どこ

かというのは分かるよね。電子のみですから、

使っていない方も多いと思うんだよね、高齢者

も含めて。だから、そういう対策はどうしたの

かな、この市町村は。 

 あと、利用期間で大分市未定というふうに書

いているけれども、説明をしていただければと

いうことです。 

小野企業立地推進課長 工業団地開発推進事業

費について、具体的な引き合い、造成すること

で具体的にありますかという御質疑でございま

した。 

 今、官民連携開発事業を進めておりまして、

先行しているのが中津市、それと日田市の公募

による選定を、公募期間は一旦終えたんですが、

今、事業者の選定等に入っているところもあり

ます。 

 具体的に申し上げると、日田市については公

募期間内に、これは公表されていますが、長野

県の株式会社ｄ－ネクストという開発事業者が

開発主体として決まりました。そして、お話を

聞いていると具体的な企業の存在が確認されて

おります。ですので、我々としては早期に地元

説明会を終えて、開発、造成の着手に進むよう

に官民連携で進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 もう一つ、中津市も公募期間を一旦終えたん

ですが、ここは開発企業による関心表明書は１

社出されましたが、具体的な開発の提案書の提

出はございませんでした。なので、これからは

引き続いて具体的な進出企業と開発事業者セッ

トで開発にかかるというふうに進めてまいりた

いと思っております。 

 それから、日出町の川崎工業団地で、具体的

な入居者企業の問合せが６社ほどあっているん

ですが、具体的な入居の提案というか、企業か

らのここを購入したいというお話にはまだ至っ

ていないということで、ここは造成がほぼほぼ

完了しつつあるので、引き続きの企業誘致に努

めてまいりたいと考えております。 

村上商業・サービス業振興課長 プレミアム商

品券の件についてでございます。 

 まず、一つ目御質疑いただきました電子のみ

の市町村でございますけれども、これは日田市

と玖珠町になります。日田市と玖珠町について

は、日田市はひたｐａｙ、そして玖珠町はくす

Ｐａｙというものの導入を既にしておりまして、

ひたｐａｙがいつからというのは、ちょっとす

みません、記憶にないんですけれども、もう導

入してかなり経っております。コロナ禍の頃か

らあったことを記憶しております。 

 また、くすＰａｙも導入してもう２年以上経

っておりますので、だいぶ町民に浸透してきた

というところもございます。そういった日田市、

そして玖珠町の行政の事務手続上の都合もござ

いますので、それで今回電子というところにな

りました。 

 ただ、委員御指摘いただいたとおり、やはり

なかなか電子ということになりますと、高齢者
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の方、若しくはデジタルにどうしても詳しくな

い方もいらっしゃいますので、そういった方向

けには、日田市、玖珠町それぞれに相談窓口を

設置し、随時、御相談に対応しているというと

ころでございます。 

 そういった、誰でも使えるという体制を設け

てもらえるように、我々からも随時お願いをし

ているところでございます。 

 もう１点、大分市でございますけれども、こ

れ、まだちょっと、いつ頃公表になるか我々も

ちょっとまだお知らせいただいていないところ

ではございますけれども、予算自体は１２月の

市議会の方で出ておるんですけれども、市議会

で議決をいただいているんですけれども、具体

的な利用期間等はまだ公表されていないという

状況にございます。 

堤委員 となると、大分市の場合、それは２月

補正か何かで組んだのかなと思うんだけれども、

今度また令和８年度当初予算で出るわね。これ

との関係で、大分市は二つ合わせて一緒にやろ

うという腹にしているんやろうかなと、それは

もう全く分かんないし、我々は大分市に住んで

いるから、どういう方が使えるかなというのも

やっぱりありますからね。そこら辺の情報がも

し分かれば教えていただきたいのと、工業団地

の方、仮に進出してくるじゃないですか。そう

すると企業立地補助金があるよね、常用雇用何

名以上とか。そうした場合、その企業が補助要

項に該当すればそれも出すということでいいの

かな。 

村上商業・サービス業振興課長 大分市の件に

ついてでございます。 

 まだ大分市については、この当初予算の件、

公表されて１か月以上になるんですけれども、

まだ特に何ら御反応をいただいているというわ

けではございません。また、今後いろいろ検討

されると思います。また、大分市自身も水道料

金の減免とか、若しくは子育て応援の支給とか

も検討されているようでございますので、そう

いったのも併せて、今後大分市の方で施策を検

討されるのかなと思っております。 

小野企業立地推進課長 まず、支援制度ですが、

工業団地開発推進事業費、これに充てるのは官

民連携で行う開発事業者に最終的に交付する形

で、県は市町村、市町村が上乗せした形で開発

事業者に交付というような事業でございます。

当然その先に、入居企業に対する企業立地促進

補助金などのメニューがございます。（「分か

りました」と言う者あり） 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これより

さきほど審査した労働委員会関係部分とあわせ

て採決します。 

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに御

異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

堤委員 労働委員会は別に反対するものじゃな

いんだけれども、商工の関係でも、全部が全部

反対というわけではありません。当然、中には、

さっき言った企業立地補助金だとか、本来、大

企業っていうのは補助金があろうとなかろうと、

その立地条件、労働条件、いろんな条件でやっ

ぱり出てくるわけですから、それに今、全国的

にもこういう補助金というのは付けているとこ

ろもあれば、だんだんなくしているところもあ

るわけですから、そういう予算があれば暮らし

とかそういうところに回すという立場から、こ

れには反対いたします。 

小川委員長 御異議があるので、挙手により採

決します。本案のうち本委員会関係部分につい

ては、原案のとおり可決すべきものと決するこ

とに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手多数〕 

小川委員長 挙手多数であります。よって本案

のうち本委員会関係部分については、原案のと

おり可決すべきものと決定しました。 

次に、第５号議案令和８年度大分県中小企業

設備導入資金特別会計予算について、執行部の

説明を求めます。 
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井上経営創造・金融課長 資料の１６ページを

御覧ください。 

第５号議案令和８年度大分県中小企業設備導

入資金特別会計予算について御説明します。 

中小企業設備導入資金特別会計は、中小企業

者が連携・共同して経営基盤の強化に取り組む

事業に対し融資を行う高度化資金の貸付事業に

係るものです。 

表の左から２列目、予算額（Ａ）欄の一番上

にあるとおり、本特別会計の歳入歳出予算額は

５，０２８万５千円です。 

続いて、１７ページをお開きください。 

事業名欄の一番上、高度化資金貸付金１，６

７８万２千円は、中小企業者の集団化、事業共

同化など、高度化事業を進めるための資金を融

資するものです。 

具体的には、九州各県のガス会社で構成され

る事業協同組合が、地震対策として耐震性の高

いガス管などに取り替える事業に対し、その事

業費の一部を貸し付けるものです。 

次に、その下の償還金５８万３千円及びその

下の繰出金２，９４０万円は、高度化資金の貸

付先である事業者からの償還金について、中小

企業基盤整備機構への償還及び県の一般会計へ

の繰出しを行うものです。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 高度化事業資金の関係、これ、以前同

和関係で一番最初にできたとき、高度化事業資

金ということで実際の貸付けがあって、いまだ

にその返済が続いているという状況があるんだ

けれども、これとの関係はどうやったかな。 

井上経営創造・金融課長 この資料の１６、１

７ページとの関連ということでよろしいですか。

（「はい」と言う者あり）この１７ページを御

覧いただきますと、さきほど申し上げた上から

２行目と３行目に償還金と繰出金というのがご

ざいます。さきほどおっしゃられました、いわ

ゆる収入未済の延滞金の部分の回収があったも

のについて、この償還金、いわゆる返済があっ

たものを中小企基盤整備機構に一定額返還する

ものと、一番下の繰出金、県の一般会計に戻す

もの、この二つに反映されてくるということに

なりますので、結論から言いますと、さきほど

おっしゃった償還がもしあれば、この償還金と

繰出金に反映されてくるという関係性になって

おります。 

堤委員 かなり以前からずっと、ほとんどしょ

うがないような状況の中で、残債的にはいくら

残っているの。 

井上経営創造・金融課長 今年度末の見込みの

収入未済額が、元金と違約金部分全てをトータ

ルしまして、貸付先としては６先、金額として

は８億８千万円余りが残っているという状況で

ございます。 

堤委員 償還事務だから別にこれ反対はしませ

んけれども、今はまた制度的に状況が違ってく

るから、そういうときの、やっぱり一番最初に

貸し付けるときの、そういうずさんな貸付け、

これがいまだにずっと残ってきているっちゅう

状況もあるわけやから、そういうのはもう今、

当然ないでしょうけれども、そこら辺も肝に銘

じてこれからの事務をしていただきたいという

ふうに思います。よろしくお願いいたします。 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これより

採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

小川委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第３１号議案大分県新型コロナウイル

ス感染症対応中小企業事業資金調達支援基金条

例の廃止について、執行部の説明を求めます。 

井上経営創造・金融課長 資料１８ページを御

覧ください。 

第３１号議案大分県新型コロナウイルス感染

症対応中小企業事業資金調達支援基金条例の廃
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止について御説明します。 

１基金の概要ですが、新型コロナの影響を受

けた中小企業の事業資金の調達を支援するため、

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用し、県制度資金の信用保証料補

助の原資として、令和２年１０月に設置したも

のです。 

次の２基金の廃止についてですが、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金基金

管理運営要領により、令和２年度予算を原資と

した交付金の対象事業の期間は、令和７年度末

までと規定されており、また令和７年度末に基

金残高がゼロとなることから、基金の廃止を提

案するものです。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別に質疑もないので、これより採

決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

小川委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第３２号議案大分県立別府コンベンシ

ョンセンターの設置及び管理に関する条例の一

部改正について、執行部の説明を求めます。 

相本観光政策課長 資料１９ページを御覧くだ

さい。 

第３２号議案大分県立別府コンベンションセ

ンターの設置及び管理に関する条例の一部改正

について御説明します。 

１条例の概要ですが、この条例は大分県立別

府コンベンションセンターの設置目的や利用料

金、指定管理者が行う管理業務等の基本的事項

について定めているものです。 

今回改正する利用料金についてですが、条例

では上限額と下限額を定めており、指定管理者

がこの範囲内で、県と協議の上、設定する仕組

みとなっています。 

次に、２改正理由です。近年の人件費や物価

の高騰を踏まえ、指定管理者が機動的に料金改

定を行えるよう、利用料金の上限額を使用料の

平均改定率６．７％と同等に引き上げるもので

す。 

 ３改正内容（抜粋）を御覧ください。こちら

の表では、利用料金の一部を新旧対象形式で記

載しています。例えば、黄色でハイライトをし

ておりますが、国際会議室を午前に利用する場

合、改正前の上限４万３，２００円を４万６，

１００円に引き上げるものです。 

４施行日は、本年４月１日を予定しておりま

す。

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

堤委員 ごめん、ちょっと聞かせて。これ、現

行料金がもうそういうところ変えていますよね。

これは上限額が上がることによって、県とさっ

き協議をするって言ったけれども、方向性とす

ればどういう方向になりそうなんですか。やっ

ぱり上がるという方向。 

相本観光政策課長 現時点において指定管理者

から直ちに料金を上げたいという相談は受けて

いませんので、昨今の状況等を踏まえて、今後

相談がある可能性はありますが、現状、すぐ上

がるようなことにはなっておりません。 

堤委員 この前、小さい会議室で会議したんや

けど、そういうところの会議室の料金っていう

のは変わらず、この二つだけが変わるというこ

とで認識は良かったの。 

相本観光政策課長 ここにはこの二つしか記載

していませんが、全ての料金が一律６．７％程

度上がるということになっております。 

堤委員 それは困るでしょう。はい、分かりま

した。 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 
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〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、これより

採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

〔「異議あり」と言う者あり〕 

堤委員 さきほどの理由と一緒です。使手料条

例と一緒です。小さいところ上げんでよかろう

と思うけどね、本当は。 

小川委員長 御異議があるので、挙手により採

決します。本案のうち本委員会関係部分につい

ては、原案のとおり可決すべきものと決するこ

とに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手多数〕 

小川委員長 挙手多数であります。よって本案

は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

以上で、付託案件の審査を終わります。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。①について報告を

お願いします。 

市原商工観光労働企画課長 資料２０ページを

御覧ください。 

おおいた産業活力創造戦略２０２６の策定（

案）について御報告します。 

当部では、大分県中小企業活性化条例第２０

条に基づき、中小企業振興に関する施策を総合

的かつ計画的に推進することを目的として、本

戦略を毎年策定しています。策定時期は当初予

算に合わせており、第１回定例会の常任委員会

で御報告した後、令和８年度当初予算の成立後

に公表することとしています。 

戦略では、国が掲げる強い経済の実現に向け

て、中小企業振興の基盤となる持続的な賃上げ

の実現に向けた環境整備に取り組むとともに、

長期総合計画安心・元気・未来創造ビジョン２

０２４の実現を加速させるため、事業者の元気

創出、産業の未来創造に掲げる取組を力強く進

めてまいります。 

とりわけ、大分県の最低賃金が全国２番目の

引上げ額となったことも踏まえ、県内企業が持

続的に賃上げをできる環境整備のための支援策

を賃上げ支援パッケージとして整理し、積極的

な情報発信を図り、賃上げをさらに後押しする

こととしています。 

今後は、年度当初から実施する５００社企業

訪問などを通じて、本戦略を事業者の皆様に周

知し、各施策の活用促進を図ることで、さらな

る中小企業の活性化に努めていきます。 

なお、本戦略の全体についてはＳｉｄｅＢｏ

ｏｋｓの委員会フォルダ内に格納していますの

で、後ほど御確認いただければと思います。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別に質疑もないので、次に②と③

について報告をお願いします。 

相本観光政策課長 資料２１ページを御覧くだ

さい。 

宿泊税に関してです。前回の当委員会におい

て、大分県観光振興財源検討会議からの報告書

の内容については御説明したところですが、そ

れを基に庁内の関係課と詳細な制度設計につい

て検討を重ね、制度案について、この度パブリ

ックコメントを実施することにしましたので、

御説明します。 

まず、１宿泊税制度の内容についてです。報

告書の内容を基にしています。課税対象は宿泊

施設への宿泊行為に対してであり、納税義務者

は宿泊者、宿泊料金については、税抜の素泊ま

り料金となり、食事付きの料金の場合は、食事

代を除いた金額となります。その宿泊料金５千

円未満が１人１泊１００円、２万円未満が２０

０円、１０万円未満が５００円、１０万円以上

が２千円とする税率、免税点は設けず、課税免

除は教育旅行のみとすることなどは報告書の内

容を基にしております。 

徴収方法は宿泊事業者が特別徴収義務者とな

る特別徴収であり、宿泊事業者が原則として毎

月末日までに前月１日から末日までの宿泊税を
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申告・納入することとしています。 

また、罰則について、特別徴収義務者の証票

の掲示等に関する罪、帳簿の記載義務違反等に

関する罪、納税管理人に係る不申告に関する過

料を規定します。 

さらに、宿泊事業者に対する特別徴収報償金

として、納入した税額の２．５％を事業者へ交

付します。 

次に、２宿泊税の運用についても、前回の説

明のとおりになりますが、役割分担や使途の明

確化など、具体的な内容につきましては、パブ

リックコメントと並行して引き続き宿泊事業者

との意見交換会を行うとともに、市町村とも協

議を重ね、制度設計を固めていきます。 

次の２２ページを御覧ください。 

３宿泊税市町村交付金制度についてです。市

町村への７割の配分の算定方法や交付の方法な

ど、具体的な内容については、今後市町村と協

議の上、詳細を固めていきます。 

次の４その他について、まず特別徴収義務者

である宿泊事業者への支援として、制度導入に

伴い宿泊事業者が実施するレジシステムの改修

や自動精算機の導入等に係る経費については、

県が今後、補助制度を創設したいと考えていま

す。また、周知・広報については、市町村と連

携し、チラシ・ポスターや各市町村の広報誌、

各種メディア、ＳＮＳなどを通じて情報発信・

周知を図っていきたいと考えています。 

最後に、５今後のスケジュールですが、今説

明した内容について、今月２４日火曜日から来

月２４日金曜日までの１か月にわたり、パブリ

ックコメントを実施します。あわせて、２４日

から県内１５か所にて宿泊事業者との意見交換

会を行い、事務負担の軽減や県からの支援、ま

た具体的な使途等について御意見をいただきた

いと思っております。 

引き続き、県民や宿泊事業者、市町村の声を

丁寧に聞き、詳細な制度設計を行い、第２回定

例会に条例案を提出できるよう準備を加速して

まいりたいと思っております。 

吉野観光誘致促進室長 ③観光誘致の状況につ

いて、御説明します。 

２３ページをお開きください。 

まず、国内誘致の現状ですが、県の統計調査

の速報によると、県内延べ宿泊客数は、前年比

５．４％増の約５３７万人、うち日本人宿泊客

数は３．４％増の約４１７万人と堅調に推移し

ています。 

その下にあります現状と課題のところですけ

れども、別府・由布院だけではなく、県内全域

への周遊や滞在期間の延伸を図ることを目下の

取組のポイントとしておりまして、今年度は、

県内を周遊する導線づくりの一環として、お手

元に冊子をお配りしておりますが、温泉ガイド

ブックおおいた湯めぐりを作成したところです。 

また、夏は暑さで観光客が減少傾向にあり、

風連鍾乳洞や飯田高原など涼しく過ごせるスポ

ットをいかにＰＲするかが課題となっておりま

す。そこで、令和８年度はさきほど予算案の説

明の中でも申し上げましたが、以下のような取

組をしていきたいと考えております。 

（１）ですけれども、関東の温泉ファンが集

う熱海駅前で、現在検討中ですが関東ローカル

テレビ局とタイアップした露出イベントを５月

頃に実施し、温泉地でおんせん県がＰＲという

話題性で本県の認知度を高めたいと思っており

ます。 

それから（２）、引き続き別府・由布院だけ

でない魅力的な温泉地への誘導を図ります。①

はさきほどの関東ローカルテレビ局とタイアッ

プして、ここでも本県の温泉コンテンツのＰＲ

を強化したいと思っております。②はさんふら

わあと連携したさきほどの温泉ガイドブックを

船内で乗船客に直接ＰＲして、県内の周遊を図

りたいと考えております。 

（３）としては、温泉旅行嗜好者層にターゲ

ットを絞ったＳＮＳ上のターゲティング広告を

行い、次はおんせん県にもおいでをキーワード

に誘客を進めてまいります。また、前述のテレ

ビ局とタイアップした番組を動画で二次利用し、

効率的な情報発信も行いたいと思っております。 

一番下（４）、さらにもう一つの切り口とし

て、先般の２月補正で議決していただきました

けれども、クールサマーｉｎおおいた推進事業
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において、ガイドブックを作成し、県内で涼し

く過ごせるスポットを国内外の旅行会社にセー

ルスし、商品造成を図りたいと思っております。 

このような取組を通じて、ターゲットや時期

を見据えた効果的な誘客を図っていきます。 

２４ページをお開きください。 

インバウンド誘客の取組について御説明しま

す。 

令和７年の外国人宿泊者数は、県の統計調査

の速報値で、前年比１２．７％増の１２０万人

となっており、こちらも順調に推移しています。

この流れをいかし、本年度の戦略国８地域の取

組について、お手元の資料から抜粋して御説明

いたします。 

まず、①韓国についてです。対前年比３万３

千人増の約５４万人で、オンライン旅行会社や

レンタカー会社等とタイアップしたプロモーシ

ョンの実施に加えて、テレビショッピング等を

通じたツアー商品の紹介、それからオルレを核

にした誘客などで、県の活動により約１万３千

人の誘客が実現したところです。 

②台湾については、先般の今吉議員の一般質

問における知事答弁のとおりですが、他にも、

学校交流を誘致し、昨年の７件を上回る１１件

の交流が実現し、台湾からの要望の多い、小中

学校を含めた学校交流の推進も図っていきたい

と考えているところです。 

③中国については、年度前半は好調に推移し、

後半は落ち込んだものの、対前年比３２．６％

増となりました。日中情勢の変化のために、現

地中国本土での活動を強化し、上海でインセン

ティブセミナーの開催を行い、日系大手商社の

現地スタッフ２００人のインセンティブツアー

が催行されたところです。引き続き、外部環境

とのバランスを見ながら堅実に進めていきます。 

⑥欧州については対前年比５８．４％増と大

きく伸びたところです。職員の地道なセールス

活動により、発掘した旅行会社を本県の視察ツ

アーに招聘し、帰国後に商品化されるなど英独

で２２本のツアーが造成されました。 

また、⑦米国については、ツアー造成の可能

性が高い旅行プランナーへセールスを行った結

果、４社約２６０人の誘客が実現しました。今

月出展した旅行博でも、このうちの１社が御厚

意で本県のブースに参加し、ツアー商品を販売

してくれるなど、関係が強化されています。今

後もこうした旅行プランナーとの関係構築をし

っかりと図ってまいります。 

 今後も、引き続き旅行会社へのセールスコー

ルを強化し、各市場のニーズを捉えた観光コン

テンツを提供し、魅力的な商品の造成、さらな

る誘客に取り組みます。 

小川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

御手洗委員 宿泊税に関してなんですけれども、

やっぱり市民の方から民泊の部分がなかなか難

しいのではないかということで、ここを見ると

届出等が必要なんですけれども、現実的には空

き家を買い取って週末だけ鍵を貸すような形を

実際見たという話も聞いていますので、この宿

泊税の導入に関連して、民泊の部分の実態はど

うなのかと、今後どういうふうに改善していく

のかとかあれば教えていただきたいと思います。 

相本観光政策課長 県内には旅館業法上の許可

の宿と、いわゆる民泊が、ともに千軒ずつぐら

い、登録許可、届出の数がございます。民泊に

ついては、おっしゃられるように毎日誰が泊ま

っているのか分からないといった声を聞くこと

もございますので、当然、宿泊税を納めていた

だく特別徴収義務者全て対象になりますので、

しっかりそういったところを調査していく必要

があるかと思っています。 

 また、一部のヤミ民泊と呼ばれるような事象

もある可能性もございますので、併せてそうい

ったことをしっかり調査して、それに当たって

は許可を持っている生活環境部、また、大分市

の保健所等と連携しながら、県警にも御協力を

お願いして、しっかり事前にそういった宿泊施

設、民泊施設の調査を行った上で、適正に課税

ができる体制を取っていきたいと考えています。 

御手洗委員 ありがとうございました。 

 そういうところをきちっとやるのも選ばれる

理由の一つになると思いますので、引き続きよ
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ろしくお願いします。 

堤委員 今の関係で、これ、毎月申告になるよ

ね。事務量とすればかなり大きいと思うわね。

負担になると思うんだけれども、そこら辺の何

か簡易な申告とか、何かそういうのを考えてん

のかなというのが一つ。 

 さっき吉野室長の観光の関係で、ホーバーク

ラフト、周遊はしているけれども、せっかくホ

ーバーというのを持っているのに、一切こちら

に出てこないような状況で、外国の人たちに利

用してもらうとか、そういうふうな方向性とい

うのも必要じゃないかなと思うんだけれども、

そこら辺考えがあれば聞かせてください。その

２点。 

相本観光政策課長 まず、宿泊税の導入方法等

についてお答えいたします。 

 宿泊税額の年間の納税額が一定定額以下の場

合、具体的な金額はまだちょっと決まっており

ませんが、３か月に一度まとめて納入できる仕

組みがございます。ただ、これ、あくまで１年

たって、実際の額の目安が分からないといけま

せんのですぐにはできないんですけれども、１

年間たって、例えば３００万円未満とか５００

万円未満の場合は、３か月に一度の納入ってこ

とで事務を軽減、言ってみれば、小さい宿に対

しての負担軽減になる方法はございますので、

そういったことも導入された後は周知していき

たいと思っています。 

吉野観光誘致促進室長 御質疑ありがとうござ

います。 

 ホーバークラフトに関しましては、トラフィ

ックツーリズムといいますか、意外と電車も含

めて、フェリーさんふらわあに関してもそうな

んですが、そういった公共交通機関を使いたい、

そして、それに特別な価値を見いだすツーリズ

ムもございます。 

実はこういった、我々がセールス活動で八つ

の国と地域を回っているんですけれども、その

際には必ず資料の中にホーバークラフトを入れ

て、大分空港に着いた場合は、これが世界で２

個しかない航路です、日本では１個しかありま

せんという形のＰＲはさせていただいておりま

す。 

 ただ、惜しむらくは、ホーバークラフトの台

湾便と韓国便との接続が余りよろしくないとこ

ろがございます。ですから、もちろん東京経由

で大分に来られる方に対しては、どうぞ使って

くださいという形をしています。大分第一ホー

バードライブ株式会社でも、今、ダイヤグラム

については一生懸命考えてくれているところも

ありますので、我々としてもしっかりとそこは

誘客の一つのコンテンツだと思って宣伝してま

いりたいと思っております。 

堤委員 是非、ホーバークラフトは赤字になら

んようにせんと、県が出さんと言うけん。多分

これ、県税事務所が扱うことになりますよね。

そうしたときに、昔は料飲税で調査もかなり県

税事務所が回りよったんやけれども、今回の場

合、かなり徴収吏員に対して負荷がかかると思

うんよね、将来的にはね、やっぱり調査に入っ

たりするんでしょうから。そこら辺の人員の増

とかは考えているんですか。 

相本観光政策課長 堤委員がおっしゃるように、

実際徴収が始まりますと、税務担当職員の負荷

はかかってくると思います。それについては、

また今後、税務課、総務部としっかり協議しな

がらやっていかないといけないと思っておりま

すし、現時点で具体的にどのぐらい人数が本当

に必要かというのも、まだ正直分かっていない

状況ではありますので、来年、早いうちに導入

を目指していく段階に向けて、もう早期に税務

担当部長とも、内々には話は始めておりますけ

れども、しっかりと協議して、間違っても取り

損ねのできるだけない体制が取れるように、し

っかりとやっていきたいと思っております。 

堤委員 取り損ねはいいんやけど強権的な税務

調査がな。総務部やけん直接関係ないんだけれ

ども、ひどい調査はするなって言っておいて。

よろしくお願いします。 

渡辺観光局長 御心配ありがとうございます。

取りっぱぐれもよくないというふうには思って

おります。昔の料飲税のときと比べて、世の中

がだいぶ変わってきております。ＤＸ化等も進

んできておりますので、昔と同じ手間がかかる
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かというと、そういうわけでもないのかなと感

じております。 

 それからまた、今回の宿泊税については、全

国の都道府県、それから市町村で先に導入して

いるところがたくさんありますので、そういっ

たところの例を参考にしながら、今後の制度設

計、その徴収の在り方について、総務部と検討

していきたいと考えております。 

志村委員 温泉ガイドブックおおいた湯めぐり、

すばらしいものを作っていただきました。ちょ

っと基本的に聞きたいんだけれども、県下津々

浦々と書いていますけれども、これに載ってい

ないところは、さらに詳細な情報はこちらとい

うＱＲコードで載っているんですかね。それを

具体的にどういうところに載っているかを教え

てください。 

 それから、このツーリズムおおいた、来年度

は県庁内にあるんでしたかね。ガイドブックの

住所が高砂町のＯＡＳＩＳひろば２１の３階に

なっているんだけれども、これはいかがなもん

ですか。 

 それともう一つ。ほかの県でもそうですけれ

ども、やっぱり土日に連絡する人っていうのも

結構いると思うんですよね、我々もそうですけ

れども。これ、土日を除くっていうことで、ほ

とんどの観光協会もそうなんですよね。ところ

が臼杵市辺りは観光協会は土日も開いてるんで

すよ。だから、土日も対応できるような機能を

有すべきじゃないかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

吉野観光誘致促進室長 御質疑ありがとうござ

います。そこに載っていないところというか、

今のところまだ申請がございませんのであれな

んですが、実はその冊子はあまり枚数を刷って

いません。というのは、今、旅行者はスマート

フォンなどのデジタルデータで旅を回る状況に

なっております。 

ですから、実はそれはセールス用のツールと

してほとんど使っております。例えば海外とか

国内の旅行代理店向けにセールスするときにも、

こんなのがありますよという説明がしやすいの

で、そのためのパンフレットということで、個

人旅行者の皆さんに使っていただきたい部分は、

Ｗｅｂサイトの方へ誘導しております。そこに

載っていないものに関しましては、Ｗｅｂサイ

トで追加できるようなシステムを構築しており

ますので、言っていただいたら順次どんどん載

せていきたいと思っております。 

 それと、住所の件でございます。４月からは

確かにおっしゃるとおりでございますので、４

月から出す分に関しては住所は当然変えて出さ

せていただきます。ただ、これまでのところは

そうだったということで御容赦いただきたいと

思います。 

 それと、土曜日、日曜日の対応に関しまして

は、委員御指摘のとおりだと思っております。

ですから、Ｗｅｂサイト等でそういった問合せ

があったときにしっかり答えられるような形と

いうのも少し、今後検討していきたいと考えて

おります。今、サイトの統合ということで令和

８年度予算に計上しているところでございます

ので、そういったものの中で少し検討させてい

ただければと思っております。 

志村委員 温泉といえば、例えば竹田市の花水

月ですとか、臼杵市も実は温泉掘りましてね、

温泉出ているんですよね。そして、もう一つ、

冷泉も一つありまして、これは民間活力開発機

構が発行した温泉と健康という、全国の温泉を

リストアップしたすばらしい冊子があるんです

よ。それに実は載っておりまして、六ヶ迫温泉

といいまして、胃腸にいいということで、そう

いうところもありますが、今おっしゃったよう

に、申請というのはどこからどういうふうに申

請しなくちゃいけないのか。関係を掘り起こす

ためにどうしたらいいのか、アドバイスを市町

村にいただいたらいいと思うんですね。 

吉野観光誘致促進室長 ありがとうございます。

早速そういったところを、また臼杵市、竹田市

の観光協会や市役所にもお話を聞いて、どんど

ん入れていきたいと思っております。 

（「よろしくお願いします」と言う者あり） 

三浦委員 すみません、宿泊税に関して一つだ

け教えてください。 

 これ、宿泊税なんですが、ショートステイの
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場合はどういう扱いになるんでしょうか。例え

ば二つあります。大きな国際空港の近くは時差

ぼけ解消のためにショートステイなんかさせて

くれるんですよね。昼間だけ何時間オーケーと

か。そういう場合の税金はどうするのかと。 

 もう、ぶっちゃけた話、ちょっとあれなんで

すけれども、私、大分市の三川って地域なんで

すが、あの辺、ショートステイ専用のホテルが

いっぱいあるんですよ。ああいう場合ってどう

なるんやろな、ちょっと純粋な疑問なんですが。 

相本観光政策課長 基本的にはあくまで宿泊税

ですので、基本的には宿泊事業者、いわゆる宿

泊施設と客との間に宿泊契約を結んだ形という

のが大前提になりますので、宿泊、ショートス

テイの場合は多分宿泊契約という形にならない

と思いますし、他の先行事例の場合でいいます

と、いわゆるラブホテルの場合は、休憩はあく

まで休憩、宿泊をされた方は宿泊で、長時間休

憩を夜間されるような場合には、日をまたいで

６時間を超えたものを宿泊とみなすというよう

なのが、先行自治体の例にはなっておりますの

で、本県でもそういった形になろうかとは思っ

ております。基本的に日中の滞在は、宿泊を伴

わないので対象外、夜間のいわゆる短時間の場

合も、６時間というのが一つの目安になろうか

とは考えております。（「分かりました。あり

がとうございます」と言う者あり） 

小川委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 委員外議員の方は、御質疑等あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 ほかに質疑もないので、以上で諸

般の報告を終わります。 

予定している案件は以上ですが、この際何か

ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別にないので、これをもって商工

観光労働部関係の審査を終わりますが、ここで

一言、私から御礼を申し上げます。 

〔小川委員長挨拶〕 

〔小田切商工観光労働部長挨拶〕 

小川委員長 ありがとうございました。 

これをもって商工観光労働部関係の審査を終

わります。執行部の皆さん、委員外議員の皆さ

んはお疲れ様でした。 

委員の皆様は、この後、協議を行うのでこの

ままお待ちください。 

〔委員外議員、商工観光労働部退室〕 

小川委員長 これより内部協議に入ります。 

予定されている案件は終わりましたが、この

際、何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

小川委員長 別にないので、最後に私から一言

御挨拶申し上げます。 

〔小川委員長挨拶〕 

小川委員長 これをもって、商工観光労働企業

委員会を終わります。 

お疲れ様でした。 


